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平成 21 年度に日向灘から調査を開始し、毎年調査海域を東方へ移動させ、2012 年には東海まで実
施してきた（図 1）。これまでの調査では毎年総距離が約 800km の探査測線上に設置した海底地震計
(OBS)150~200 台による制御震源であるチューンドエアガン(7800cu.in.)の発振の記録、3ヶ月程度の
自然地震観測、四国沖から紀伊半島沖では長期観測用 OBS15~20 台による 9 ヶ月程度の自然地震観測
をすることによりデータを取得した。なお、本調査は文部科学省からの受託研究「東海・東南海・南
海地震の連動性評価のための	 調査観測・研究」の個別研究テーマ「南海トラフ域海域地震探査・地震









本研究で使用したデータの取得には KR08-16,	 KR09-14,	 KY10-02,	 KR10-11,	 NT10-21,	 NT11-01,	 

















図１：平成 20 年度~23 年度までの自然地震観測点配置と震央分布	 
 
 
	 
	 
	 
	 
図２：日向灘から紀伊半島沖までの３次元速度構造モデル（現状版）を南北方向で切った断面。右上図の濃い領域が解析した領
域を示す。 
	 
